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台湾公学校国語教科書の観光・旅行記述に関する一試論
－－第四期『公学校用国語読本』（1937－42 年）を素材として－－
陳 虹
１．はじめに
日本統治期に台湾総督府が台湾で創設した近代学校制度やその中での学校行事などは、今も大きな
痕跡を残している。とはいえ、これまでの台湾植民地教育研究では、教育政策や制度についての研究
は多いが、各学校の校則や学校文化に関する具体的な研究は未だ乏しいのが現状である。本稿で筆者
は様々な学校行事や学校文化の中でも、特に当時「卒業旅行」と呼ばれた「修学旅行」に注目したい
と思う。
台湾でのツーリズムの成立と近代化は日本の植民地鉄道の建築と深くかかわっていることは曽山毅
の研究において明らかにされている1）。鉄道の建設によって、学校でも旅行などの行事を行うことが
可能となったのである。台湾人生徒が通う初等教育機関である公学校では、近所への神社参拝や遠足活
動以外に、修学旅行も行われていた。植民地期の台湾の修学旅行に関する研究で最も詳しいのは劉方
のものである。劉は、一部の公学校国語教科書や台湾の師範学校、中学校、女子公学校の資料に基づ
き、台湾の修学旅行プランには日本帝国の宣伝や統治側の意図が組み込まれていたと結論付けている。
しかし、この分析では資料の引用法等に問題があり、その分析結果を更に深める必要があると考える2）。
現在、修学旅行に関する資料は極めて少ない。資料の殆どは写真資料であるが、それについての調
査と分析がいまだ十分に行われていない。このような研究状況の中で、筆者は台湾で行われた修学旅
行の内容を把握するための一つの手掛かりとして、公学校用の国語教科書3）にある観光・旅行記述に
着目してみたい。さらに、実際に行われた修学旅行の事例を挙げ、教材の内容と照合しながら両者の
関連性を解明していきたい。
２．第四期『公学校国語読本』の中の「観光・旅行」
（１）教材の選択基準
第四期の国語読本の編さん要旨によれば、教材の内容は「教則の要求する所に従って修身、歴史、
地理、理科、家事、その他生活上必要な事項から取ることにし」、各地の公学校教育現場から多数寄
せられてきた「面白さを追求すること」や「国民精神の涵養に資すこと」、「公民の心得を適切に会得
すること」、「産業交通に関すること」などの要請も取り入れられていた4）。
本稿では、上述した各種類の教材から直接に「観光」や「旅」、観光名所、地名、国名などをテー
マとする教材及び、間接に観光や旅行に関連する交通、物産、産業などの教材を分析の対象とする。
（２）「観光・旅行」に関する教材リスト
表 1は台湾第四期国語教科書に採用された観光・旅行に関する教材のリストである。この表には教
材のタイトルと要旨、そして実際の内容による教材の分類結果が記されている。なお、同時期の国定
第四期国語教科書から採用した教材についてもその旨を明記する。
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巻数 タイトル 内容要旨 種 類
巻三 7ヱンソク
学校の先生が生徒たちを引率して山に登り、帰りは列車に乗るなど遠足に出か
ける様子が描かれている。同時期の国定本巻五（7）にも同じタイトルの教材が
あったが、内容と挿絵は大きく異なっている。
学校生活
巻四 9バス
バスに乗って町へ向かう主人公がバスのパンク事故に出遭うという内容である。
バスの普及と共に、台湾の日常風景にもバスの存在が不可欠となっていること
がわかる。
交 通
巻五 11 水の旅
国定本巻五（15）の教材がそのまま採用されたものである。水が雨となり、山
に落ち、海まで流れる「旅」の様子が描かれている。内容は文学的表現によっ
て理科や地理の知識を伝えることが目指されていたが、旅の概念も内容に含ま
れている。
理 科
巻六 6汽車の旅
主人公とその父が汽車に乗り、海辺の町に住む祖父を訪ねる旅の様子が描かれ
たものである。台湾の第三期巻六（11）にも同じタイトルの教材があったが、
第四期では内容が大幅に書き直され、電信柱の出現など近代化してきた様子も
述べられている。
交 通
16 動物園
動物園の動物について作られた教材である。国定本巻五（9）にも同じタイトル
の教材があったが、内容は異なっている。当時台北にも動物園があり、北部の
修学旅行の定番参観スポットになっていた。
博 物
24 臺 北
台湾の第三期国語教科書巻七（28）の同タイトルにより、大幅に書き直された
地理教材である。文体は単純な説明文から、写真付きの記述文になり、「台
北」は台湾で最も大きな大都会であり、唯一の動物園の所在地であることが強
調されている。
地 理
巻七 7臺 湾
第三期国語教科書巻七（5）の同名教材の内容とデータを更新して採用された教
材である。地理教材である以外、台湾の著しい発展を述べることにより、植民
統治政権の宣伝と国民精神の涵養などの目的も含まれている。
地 理
15 海水浴
児童がバスに乗って海水浴場に遊びに行く内容の教材である。身体鍛錬として、
海水浴場の教材は以前から台湾の国語教科書にあったが、第四期では更に「日
本男児が海を恐れてどうする」という意味が含まれるようになり、その後一連
の海洋や海軍に関する内容の準備教材となった。
児童生活
16 波 海辺で遊ぶ様子を述べる韻文である。 児童生活
18 澎湖島へ
第四期の新教材。澎湖は台湾の離島である。内容は主人公が船で澎湖へ向かう
船旅の様子が記述され、途中で見た風景や航海に関する知識は対話の形式で述
べられている。最後に澎湖の港が持つ軍事的地位や役割についても言及されて
いる。
地 理
21 バスに乗って バスが農村の道を走る風景をテーマにした韻文である。 交 通
24 東 京
国定本巻六（24）の教材をもとに書き直された教材である。明治神宮について、
台湾は鳥居などの建材に台湾と樺太の木材が使われていることが言及されてい
るが、国定本にはそれに関する記述がなかった。なお、一部の写真や内容には、
台湾編修課の編集者たちが自ら東京で撮影や取材したものが使われている。
地 理
巻八 3大 阪
国定本巻七（15）の教材を一部変更して採用されたものである。異なる部分は
主に写真の内容と数量である。台湾ではこの教材を地理教材として扱い、生徒
に日本商工業の現状を知らせ、大阪が大都市へと発展した過程とその凄さを理
解させることが目的であった。
地 理
5台湾の果物
この教材では生徒に台湾の主要な物産である果物の重要性を知らせることが目
指された。各種類の果物に関する説明は最新のデータに基づき、更新されてい
る。例えば、バナナの輸出地には満州と朝鮮が新たに加えられ、輸出量第二位
の果物がパイナプッルになったこと等がそうである。なお、果物の種類や挿絵
の数も増加している。
産 業
16 臺 南 新教材。台南が初めて単独教材として採用されたものであり、内容には台南神社、孔子廟、開山神社、赤 樓や安平港などが紹介されている。 地 理
17 阿里山だより
手紙の形式で阿里山の風景が紹介されている教材である。神木、森林鉄道や桜
など有名なスポット以外に、阿里山の重要物産「木材」についても紹介されて
いる。
地 理
20 新南群島
昭和 14 年 3 月 30 日から新たに高雄州の管轄に入った「新南群島（現南沙諸
島）」の景色や物産について述べる教材である。南進政策に合わせて新しく作
られたものである。
地 理
21 山田長政
タイの政治発展に大きく貢献していた日本人「山田長政」の物語である。タイ
についての基本知識はもちろん、南洋の国「タイ」で貢献する日本人というイ
メージで、南洋に対する意識の増進や国民精神の涵養に役立つと期待されてい
る。台湾特有の教材でもある。
国民精神
地 理
巻九 2神宮参拝 4月 3日の神武天皇祭に神宮へ参拝しに出かける様子が描かれている。場所は二見ヶ浦の近くの皇大神宮である。
国民精神
地 理
4空の旅
台湾の台北から福岡までの飛行機の旅を記述したものである。当時飛行機は生
徒にとって珍しいものであり、内容は主に飛行機を乗る時の様子や空から見た
風景である。
地 理
表 1 第四期『公学校国語読本』における観光・旅行に関する内容
平安女学院大学研究年報 第 10 号 2009
－ 21 －
（３）「観光・旅行」教材に関する説明と分析
第四期の『公学校用国語読本』において、最初に編修された低学年の教科書では児童の心理発展段
階や日本語の基礎を重んじる方針があったため、比較的に児童生活に近い易しい教材が採用されるよ
うになった。戦争や軍事からの影響はまだ少なかった。読本の改訂にあたって編修側が考えていたの
は、台湾統治が始まって 40 年後の国語教育の代表的なテキストとして、台湾人に適した教材を作る
ことである。当時の編修官加藤春城の、時間をかけて国語を普及させるという考えからすれば、教科
巻数 タイトル 内容要旨 種 類
17 沖縄への旅 沖縄の町の風景と物産を紹介する教材である。文末に沖縄は日本と支那、南洋、南支の間の交通要所で盛んだったことについても言及されている。 地 理
18 温泉 温泉についての知識を中心に述べられた内容である、最後に台湾の有名な温泉スポットについても言及されている。 博 物
20 京城へ
国定本巻九（19）をそのまま採用された教材である。朝鮮人名の「金俊泰」を
「金子俊泰」に改めたことと挿絵を一枚増やしたと、一部の地名標記が異なる
ことも国定本との異同である。内容は主に京城の景色と町風景が中心である。
地 理
22 南支だより 台湾人が多く南支へ出稼ぎしている背景もあり、この教材は南支（廈門、汕頭、廣東）で働く台湾人の生活を中心に描かれている。 地 理
巻十 2明治神宮 東京の明治神宮に関する紹介である。写真や挿絵も新しくなっている。 国民精神地 理
4南洋だより
内容は国定本巻十（6）と同じであるが、主人公のスケジュールと訪れる場所の
順番が逆になっている。本教材の目的は南洋の状況と重要性を生徒に知らせ、
現地人は皇恩の下で幸せに暮らしている様子を伝えることにある。
地 理
5ゴム
ゴムの採集と生産・製造について説明する教材である。挿絵の人物も昔の南洋
人から台湾式服裝を身につけた人になり、台湾人が南洋でゴム産業に携わって
いる社会背景が描かれている。
産 業
11 京都 国定本巻十一（3）から採用し、内容をやさしくしたもので、紀行文の形で京都の名所を写真付で紹介する。 地 理
18 汽車の発明 国定本巻十（25）から採用した教材であり、汽車の発明と用途を紹介する。 理 科交 通
19 満州国 旅遊紀行の形で満州国の風景を紹介するもの。満州国の広さや日本の貢献を強調した台湾独自の教材である。 地 理
20 雪国の子供 雪の降らない台湾出身の子供のために、雪国の風景を記述したものである。 博 物
21 象狩
この教材はタイのサイロン島での象狩りの様子について描いたものである。タ
イの紹介だけでなく、「象」の順良な性格も植民地の生徒を教育するいい例で
ある。
博 物
巻十一 2作業列車 台湾の作業列車をテーマにした韻文である。「運送」の重要性と感謝の気持ちを生徒に知らせることが目的である。 産 業
3靖国神社参拝 父親を戦争で亡くした台湾人生徒が東京の靖国神社へ参拝することを中心に記述されたもの。 地 理
9海南島 この教材の主な目的は生徒に新領地の「海南島」について知らせることである。 地 理
11 博物館 博物館の役割について紹介する内容である。 博 物
15 臺湾の国立公園 国立公園に関する知識や台湾の国立公園について紹介する教材である。 博 物
19 ドイツの青少年 ドイツの少年たちの学校生活や日常を紹介する内容である。彼らが戦争での活躍や勇敢な行動についても言及されている。 博 物
巻十二 4出雲大社、 国定本巻十二（2）をそのまま採用された教材である。内容は景色の紹介以外に、それにまつわる神話なども述べられている。
歴 史
地 理
9瀬戸内海 国定本巻十一（9）がそのまま採用された教材であり、内容は風景の紹介が中心である。 地 理
11 製糖工場 台湾南部の製糖工場を参観する記録である。製糖の過程や機械についても詳しく挿絵付きで説明されている。 産 業
13 揚子江 主に中国長江の沿岸風景を紹介するものである。 地 理
15 芝山巌 芝山巖の紹介以外に、総督府の観点で芝山巖事件についての説明も説明されていた。 地 理
17 南方を巡って（一）
台湾が南進政策の基地となったために加えられた新教材である。第一部では
Haiphong（ベトナム北部の港都市）、ハノイ、サイコン（現ホーチミン市）、
バンコク、シンガポールを紹介する。
地 理
18 南方を巡って（二）
第二部ではBatavia（バタビア）、スラバヤ、Makassar（現インドネシア所属
の港都市Ujung Pandang）、サバ（Sandakan）、ダブオ（フィリッピンのDavao、
後一時期日本の植民地となった）、マニラを紹介する教材である。
地 理
説明：第四期『公学校国語読本』巻 1－12 によって筆者が作成した。なお、ここでの「国定本」は戦前日本の第四期国定国
語教科書を指す。
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書を一遍に全面的に内地化することより、内地のレベルに近づきながらも台湾人生徒に最適な国語教
科書を作るという構想が当時の台湾に相応しいやり方であった。しかし、1937（昭和 12）年に戦争
が激化し、1939（昭和 14）年には国語対策会議が開かれ、国から軍事や戦争にかかわる緊急な要請
があったため、それ以降の新国語読本にも変化が起きたのである。
表 1によれば、「観光・旅行」に関する記述は主に中高学年以上の教科書に集中し、低学年におい
ては簡単な遠足やバスについてのものしかなかった。教材内容の類別から見ると、「観光・旅行」記
述は基本的に「地理」教材で構成されている。また、低中学年においては「東京」と「大阪」以外に
「台湾」「台北」など台湾本島のスポットが集中して紹介されており、日本本土の名所や南洋、諸外国
に関する内容は高学年以降に配置されるようになっている。なお、「海水浴」、「汽車の旅」など児童
や学校生活に直接にかかわる易しい題材も低中学年の教科書に多く見られる。公学校では、低中学年
は遠足や神社の参拝が中心であり、修学旅行などの活動は主に五年生以上が参加するものなので、関
連教材も高学年に集中する。このような学年ごとの教材配置からも、学校行事への配慮が見られる。
全体的な特徴として、観光・旅行記述の大半には教材自身が持つ意味以外に、精神面の教化と国勢
宣揚への繋がりも強調されている。従来、「神宮参拝」や「明治神宮」など敬神尊皇観念の養成が目
的とするものは国民精神教育の定番教材であった。東京、大阪などの地理教材にも皇国の歴史や発展
に関わる名所旧跡や神社仏閣が中心に取り入れられ、製糖や林業など台湾特有の産業教材にも生産奨
励の観念が隠されていた。このように、殆どの教材には国民精神教化の目的を持っている。
また、上述した 1937（昭和 12）年以降の情勢の変化もあったため、高学年の教科書には学校行事
に関係なく、総督府政策に関係する、軍事や南洋教材などが多く採択されたことも大きな特徴である。
これらの教材は平板な説明文でなく、殆どが手紙、会話、第一人称の記述文や紀行などの形式で表現
される観光・旅行関連の教材であった。第四期国語読本の編修計画が立てられた 1935（昭和 10）年
当初、教材を通して国民精神を涵養する目的は最優先とされていたが、1937（昭和 12）年以降の情
勢や台湾の「南進基地」として戦略的地位により、地理教材の選択基準もそれに合わせるように調整
されたのであった。次はこれらの教材と修学旅行との関連についてみてみよう。
３．公学校の修学旅行と国語教科書
許佩賢の研究によれば、台湾の公学校が行う最初の校外活動は「運動会」と呼ばれる「遠足」で
あった5）。その後、運動会は体操や競技が主な内容となり、遠足と区別するようになったとされる。
公学校の成立初期には、台湾人の生徒がなかなか集まらないため、公学校側は様々な対策を考えざる
を得なかった。児童の規律と身体の鍛錬を目的として行われる運動会や遠足などの学校行事は、初め
て「学校」を知った台湾人にとっては新鮮な体験であり、生徒募集のいい宣伝にもなったのである。
その後、学校制度の完備と交通の発達と共に、修学旅行も学校行事に加えられ、生徒たちが最も興味
を持つイベントの一つとなった。台湾の修学旅行を説明する前に、以下はまず日本の修学旅行につい
て見てみよう。
（１）日本の修学旅行の成立と沿革
日本の修学旅行の成立と発展についての研究では山本信良のものがある6）。山本はその成立と発展
を以下の三つの段階にまとめている7）。以下は山本の記述に従い、その歴史について略述する。
ａ．修学旅行の開始：明治二十年代前後師範学校の行軍
山本によれば、「明治十年代までの学校には、教育的価値を認められた旅行はなかった」とされる。
明治二十年代前後師範学校が行う兵式体操の実地訓練を目的とした「行軍」が修学旅行の始まりであ
り、「修学旅行は体操や運動普及を契機に始まった」のである。目指されたのは「身体の鍛錬と規律
を守る協同一致の精神の養成」であった。
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ｂ．小学校への定着：明治四十年代
明治四十年前後において、小学校の修学校旅行が定着した理由には「汽車の発達」、「義務教育年限
の延長」と「直観教授や訓練論などの教育方法の発展」などが挙げられる。その後、「卒業を記念し
た修学旅行が定着し」、「伝統的な旅の形式のうえに、行軍・体操・見学旅行などの近代的教育が加え
られ」たという。
ｃ．昭和期の発展と変化
昭和期になると、日本の修学旅行は「祖先や皇室を崇拝する」ことを優先するようになり、「国家
のための教育の目的として再構成された」。山本の記述によれば、昭和期の「修学旅行は名所旧跡や
神社仏閣を訪れ、敬神崇祖の念を奮い起こさせ、国家への心情を養う」こととなり、大正期から「京
都、伊勢、東京などに行き先が集中する」ようになった。
（２）台湾における公学校修学旅行について
上述した日本修学旅行の歴史によれば、日本の修学旅行は明治二十年代師範学校の「行軍」「体
操」から始まり、その後小学校に定着し、昭和期ではさらに国家教育の一環として役割を果していた
のである。1895（明治 28）年から始まった日本の植民地政権は、台湾の気候と生活環境を配慮し、
最初から衛生面と身体の鍛錬に注意を払っていたため、台湾の公学校を設立した時も本土と同じよう
に体育の概念を導入し、遠足や運動会を開催するようにしていた。その後、台湾鉄道の整備と公学校
の発展と共に、修学旅行も行われるようになった。日本とは違って、台湾の修学旅行は「島内修学旅
行」と「内地修学旅行」の 2種類に分けることができる。以下はこの二つの項目に分けて、その具体
例を見てみよう。
（３）台湾公学校島内修学旅行事例
台湾島内の修学旅行は各学校自ら企画して開催する学校行事なので、写真以外に資料として残され
ているものは少なかった。ここでは台湾文化建設委員会の国家文化資料庫に所蔵されている写真の記
録と『台湾教育事情』8）に掲載された事例を中心に考察を進みたい。
ａ．国家文化資料庫の「古写真（老照片）」9）について
国家文化資料庫には、修学旅行や卒業旅行と題する植民地期各学校の写真が約百枚現存する。公学
校の修学旅行や卒業旅行を対象に、その旅行先をまとめてみた。台北での修学旅行先は、主に台湾神
社、圓山動物園、植物園、建功神社などである10）。中に屏東の先住民の「屏東藩屋」や台湾東部の
「太魯閣」を参観する学校もある11）。資料庫の写真の中には中部や南部の公学校もあるので、台北の
観光名所や阿里山、中南部の先住民部落、東部の花蓮と台東を参観する時の写真も見られる。
ｂ．永楽公学校（昭和１１年度）島内旅行案12）
永楽公学校は台北に所在する学校なので、修学旅行先は台湾中部と南部の町が多い。中南部の公学
校なら、台北や基隆など北部の町と観光名所が主な旅行先となっていた。なお、台湾は気候の関係上、
島内での修学旅行は殆ど 11 月の冬に開催され、暖かい春には内地旅行が行われていた。
月 日 発 着 見学場所 宿泊 備 考
11 月 24 日（火）
11 月 25 日（水）
集 合 06 : 30
（台北裏駅）
台北発 07 : 15
台中着 12 : 40
台中発 08 : 12
追分着 08 : 31
追分発 08 : 47
台南着 12 : 50
（安平ヘハ船デ運河ヲ往復）
台中見学
台中公園、台中神社、
青果市場、水源地
安平見学
運河・魚温・ゼーランジャ城・
灯台・製塩所
台南見学
開山神社・孔子廟
台中
台湾
昼食－車中
車窓見学
板橋無線電信局・鶯歌石・桃園街・
新竹市・竹南・崎頂・防砂防風林・
大安渓
昼食－車中
車窓見学
八卦山・員林・二水・濁水渓・
新高山・北回帰線標・嘉南大
表 2 永楽公学校（昭和 11年度）島内旅行日程
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次に島内修学旅行の旅行先と教科書の教材の対照表をまとめてみることとする。台湾の第三期国語
教科書までは、台湾本島の町や観光名所に関する内容は「台北から屏東まで（巻九 13）」のような紀
行文が主な文体であった。第四期の教科書では、紀行文がなくなり、個別な町、場所や特徴のある産
業を中心とした記述文に変更され、より詳しい説明がされるようになった。なお、修学旅行のすべて
の参観先が直接に教材になることは難しいので、産業や交通などの教材は教授上にも注意が払われて
いる。例えば「製糖工場」の教材では、必ず南部砂糖産地の紹介をするようにと編纂要旨に明記され
る。このように、生徒たちは教室で教わった知識を修学旅行を通して検証することができたのである。
（４）内地修学旅行事例13）
鄭政誠の研究によると、台湾総督府は 1900（明示 33）年から原住民14）生徒等を対象に内地観光を
行っていた15）。しかし、一般の公学校生徒を対象とする内地旅行の開催は昭和期以降のことであった。
時間や経費の問題で、当時内地旅行へいけるのは師範学校や中学校など少数の学生だけだった。参加
者は学校単位ではなく、数校合同で行うことが一般であった。総督府所在地の台北州の記録によれば、
「児童の敬神精神と天皇への尊敬の意を養う、そして日本への理解を深めるために、昭和五（1930）
年から台北の公学校六年生以上の生徒は自由で日本への卒業旅行に参加することができる」ようにな
り、「参加人数は開催当初の 86 人から、昭和十（1935）年には 225 人にまで増えた16）」と記されてい
る。公学校生徒のみが参加する内地修学旅行の日程についての資料は見つけることができなかったが、
発見できた 1936（昭和 11）年が行われた台北小公学校合同の児童内地修学旅行の資料から、小学校17）
の日程を見てみたいと思う。
月 日 発 着 見学場所 宿泊 備 考
11 月 26 日（木）
11 月 27 日（金）
11 月 28 日（土）
台南発 12 : 55
高雄着 14 : 05
高雄発 14 : 28
屏東着 15 : 01
屏東発 17 : 30
高雄着 18 : 14
高雄発 10 : 40
嘉義着 13 : 25
嘉義発 14 : 50
北港着 15 : 52
北港発 17 : 45
嘉義着 18 : 37
嘉義発 11 : 25
台北着 18 : 49
解 散
台南神社・赤 楼・台南公園
屏東見学
製糖会社・飛行場
高雄見学
高雄市眺望（寿山）・高雄港
北港見学
媽祖廟
嘉義見学
嘉義製材所
林業試験所
高雄
嘉義
昼食－台南公園
車窓見学
浅野セメント会社・鳳山無線電信
局・下淡水渓・大鉄橋
昼食－車中
昼食－車中
職員 四名 児童 第一組 47 名 第二組 45 名
島内修学旅行参観スポット 国語読本にある教材
台北 台湾神社、圓山動物園、植物園、建功神社
動物園（巻六 6）、臺北（巻六 24）、臺湾（巻七 7）、
博物館（巻十一 11）、芝山巌（巻十二 15）
台中
台中公園、台中神社、青果市場、水源地、阿里山、
日月潭、先住民部落
台湾の果物（巻八5）、臺湾の国立公園（巻十一15）
嘉義 北港、媽祖廟、嘉義、嘉義製材所、林業試験所 阿里山だより（巻八 17）、作業列車（巻十一 2）
台南
安平運河、魚温、ゼーランジャ城、灯台、製塩所、
開山神社、孔子廟、台南神社、赤 楼、台南公園
臺南（巻八 16）
高雄 高雄市眺望（寿山）、高雄港
屏東 屏東藩屋、屏東、製糖会社、飛行場 製糖工場（巻十二 11）
台東 太魯閣
表 3 公学校島内修学旅行先と国語教科書教材の対照表
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表 4の日程表によれば、約 3週間弱の旅行の中に、日本を代表する東京、大阪、京都の名所や伊勢
の神宮参拝など定番の参観地はすべて取り入れられていた。注目すべきは、参観地で東京などの大都
市や皇室、天皇、神道に関する場所は、殆ど国定国語教科書の教材になっており、公学校の国語教科
書にもそのまま採用されているということである18）。つまり、内地旅行へ行けない大多数の台湾人生
徒も、教科書に述べられている内容も通じて日本内地を知ることができたのである。
なお、昭和期の日本本土の修学旅行は東京、京都、伊勢などの名所旧跡や神社仏閣が主な旅行先で
あったが、台湾からの生徒たちもほぼ同じ参観コースであることが上記の資料からわかる。とはいえ、
両者には大きな差があった。台湾公学校生徒にとっての内地旅行は、敬神崇祖観念の養成というより
も、日本の国威を宣揚して感動を与え、「日本国民」であることに誇りを持たせ、国への忠孝精神と
順良さを教える機会であったからである。
４．おわりに
本稿では、台湾の第四期国語教科書における「観光・旅行」に関する内容について分析を行ってき
た。各項目の分析結果によれば、「観光・旅行」の記述は主に「国民精神涵養教材」、「交通・産業に
関する教材」、「地理教材」、「南洋や軍事関連教材」の 4種類に分けることができる。
その中でも最初の三種類は公学校の修学旅行と密接し、生徒が旅行先に対する知識や情報を入手す
る主な手段でもあった。なお、以前のような「内地観光」、「基隆から神戸へ」や「台北から屏東ま
で」などの紀行文教材が、第四期では「台北」や「台南」のように個別都市や地域の形で紹介される
ようになったことには、「修学旅行の普及」の影響があったと考えられる。実際の場所を見に行ける
ようになったことによって、紀行文で旅を想像する必要もなくなり、教材の編集においても一箇所に
焦点を絞って詳しく紹介することができるようになったからである。逆に長編な紀行文で表現される
ようになったのは修学旅行とは関係のない「南洋や軍事関連教材」であった。軍事上の需要と情勢の
変化で、第四期教科書に南洋諸島や新領地教材を取り入れる必要があった。限られた紙面で大量な情
報を詰め込むのに、生徒に興味を持たせやすい手紙や紀行文が最も適切な選択だと思われたのであろう。
今回は修学旅行をヒントに第四期の台湾国語教科書の中に収録された「観光・旅行」記述を中心に
考察を行ったが、修学旅行と教科書教材の関連性を明らかにしたものの、その大半を占める「南洋や
軍事関連教材」への分析はまだ不十分である。今後は更に論の幅を広げ、全五期の教科書における
「観光・旅行」関連教材の変化と構成について分析を行い、その役割と効果をさらに明らかにしてい
きたいと思う。
4月 4日（日）－4 月 23 日（金）
門 司：長府、乃木神社、下関、赤間
大 阪：造幣局、大阪城、天王寺公園
奈 良：橿原神宮、奈良帝室博物館、正倉院公園、神社、佛閣
伊 勢：皇大神宮、徴古館、二見ヶ浦
名古屋経由
東 京：宮城、明治神宮、靖国神社、帝国議会議事堂、諸官衙
上野公園、科学博物館、動物園、地下鉄道（浅草雷門）
日 光：東照宮、中禅寺湖、沿道風光（車中見学）
東 京：乃木神社、泉岳寺
鎌倉
名古屋：熱田神宮、名古屋城
京 都：桃山御陵、御所、大津、琵琶湖、比叡山
大 阪、神戸：
寶塚、市内見学、湊川神社、市内見学
門 司：門司市街、北九州工業地帯
表 4 台北小公学校児童内地修学旅行日程（小学校の部）
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陳 虹
A Study of Elementary Language Textbooks
in Colonial Taiwan about Tourism 1937-1942
Hung Wen CHEN
The primary purpose of this study is to explore the relation between the language textbooks and
school excursion of public elementary school in colonial Taiwan 1937-1942. First, we found that
Language textbooks are the main way to Taiwanese students for getting information about places of
natural or historic interest in Japan. And the school excursion in Taiwanese schools supports students to
inspect the knowledge they learn for the textbooks. But the materials were also intended to fulfill
Japanese government policy, particularly military, and show how ideological control of language
textbooks was enforced.
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